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Abstract : In the Nagasaki area, the diapausing Iarvae of the 4th instar of Armigeres subalbatus 


which appear from late October, pass through winter and pupate in late March, when the 


diapause is broken. The low temperature and the short day-length in October or later months 


are considered to play an important role for the induction of the larval diapause. 
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は じ め に 


オオ クロ ヤブ カ Armigeres subatbatus は , 我国 に お 
いて は 4 令 功 虫 で 冬 を 越す が , 卵 態 で の 越冬 の 可能 性 
も 報告 され て いる (Chiba, 1968: 只 城 , 1976: 真 喜 
屋 , 1968: 松沢 , 1954: Sasa, 1949) . し か し , 休眠 
鉱 , 及び 越冬 幼虫 の 出現 を 誘起 させ る 環境 要因 や , ど 
の 発育 段階 で その 要因 の 影響 を 受け る か と いっ た 越冬 
の 生理 に 関し て は あま り 研 究 さ れ て いた ない. 

天 の 休眠 現象 に は 多かれ 少な か れ 日 長 や 温度 が 関係 
し て いる 場合 が 多い (Clements,1963). そこ で まず , 
本 種 の 休眠 幼虫 の 出現 を 誇 導 す る と 思わ れる 日 長 と 温 
度 の 影響 えも を しらべ る と と も に , 野外 で 幼虫 個体 群 の 令 
構成 の 季節 的 変動 を し ら べ た . さら に 休眠 卵 の 出現 の 
可能 性 も 検討 し た . これ ら の 結果 を 総合 し て 本 種 の 越 
冬 様式 の 解明 を 試み た . 


材料 と 方 法 
15, 21 及 び 25"C の 各 温 度 と 8 て 16 時 間 の 範囲 の 日 
長 と を 組み 合せ た 性 温室 , 及び 自然 条件 下 に ある 屋外 
飼育 室 で 実験 を 行なっ た . 実験 に は 25°C, 16 時 間 日 長 


下 で で 時代 し て いる 長崎 系 の オオ クロ ヤブ カ の 吸血 雌 , 
及び 北 告 で 採集 し た 吸血 見 か ら 得 られ た 卵 あ る い は 朋 
化 直後 の 幼虫 を 用 いた . 

幼虫 は 20~650 個 体 を 1000ml の 水 を 入れ た 長方形 の 
ホロ ー び き の 写 真 用 バッ ト ( 縦 29cm, 横 23cm, 深き 
4 cm) に 入れ , エビ オス と マウ ス の 固 型 飼料 の 粉末 
と を 等 分 に 混合 し た 餌 を 幼虫 の 密度 に 関係 な く 毎 日 
0.2g あたえ る えた. た だ し , 低温 短 日 を 感受 する 発育 段 
階 に 関す る 実験 で は , 上 述 の 容器 より 小型 の バッ ト 
( 縦 19cm, 横 16cm, 深 さ 3cm) に 水 600ml を 入れ , 
これ に 100 個体 の 幼虫 を 収容 し た . 餌 が 蓄積 し て 泥 状 
の 更に な っ た 時 に は , これ を 取り 除い た . 

産卵 培地 と し て 4x4x4cm の スポ ンジ を 用 いた . 
スポ ンジ に は 充分 水 を 吸わ せ , これ を 水 を 入れ た 腰 高 
ジャ ー レ の 中 に 置き , 水位 が 常に スポ ンジ の 高 さ の 半 
分 位 の と ころ に 来る よう に し た . 銘 を 乾燥 する 時 に 
は , スポ ンジ か ら 水 を 完全 に し ほり 出し た 後 室内 に 放 
直し た . 

野外 に お ける 疲 と 幼虫 の 令 構 成 の 季節 的 変化 の 調査 
は , 長崎 市 内 に ある 丘陵 地帯 の 53 ヶ 所 の 水 肥 溜 に つい 
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て 1967 年 8 月 より 1968 年 7 月 まで 毎月 2 回 行なっ た . 219C ある い は 152C の 温度 と 8 ~16 時 間 の 範囲 の 日 
調査 は 柄 析 で 5 回 換 い 取り 法 で 実施 し , 疲 あ る い は 幼 長 と を 組み 合せ た 実験 条件 下 で , 1000ml の 水 を 入れ 
虫 を 令 別 に 数 えた . た バッ ト に 25?C, 16 時 間 日 長 条 件 下 で 毅 化 し た 1 令 幼 
虫 を 40~650 個 体 入れ て 飼育 し , 中 化 数 と , 次 化 が ほ 
族 績 と ん ど 終 了 し た 時 点 以後 に 残存 し た 4 令 幼虫 数 を 記録 
1. 21°C 及び 15°C の 温度 と 8 ~16 時 間 の 範囲 の 日 長 と し た ・. 其 化 数 ある い は 残存 幼虫 数 を 日 長 列 に 合計 し て 
を 組み 合せ た 実験 条件 下 で の 顕 と 休 呈 幼虫 の 出現 様 第 1 表 に , また 21?C と 15?C で の 遇 化 状況 を 第 1 図 に 
相 SL2 708 
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Fig. 1. Pupation curves of Armigeres subalbatus under the conditions with various 


photoperiods at 21 or 15°C (see Table 1). 


Table 1. Percentages of pupae and diapausing larvae of the 4th instar of Armigeres 
subalbatus which were reared from the 1st larval instar under the conditions 
with various photoperiods and temperatures of 21°C and 15°C 
Ti . | 、 
Te | Ns i 0 [ 2 No. 1st instar larvae Days of | Pupae a larvae 
(hr : min) | rearing | No.in each pan Total 8| No. | |INo. | % (Range) 
16 : 00 1 500 500 186 | 487|97.4, 0 | 0.0 
員 12 : 00 2 | 300, 300 600 | 50-90 | 494 82.3| 0 | 0.0 
11 : 30 4 40, 370, 400, 650 1460 55 一 87 | 1065 72.9 0 0.0 
| S : 00 1 | 300 | 300 | 52 | 204 | 68.0 | 9 | 3.0 (3.0) 
16:00 6 50, 100, 150, 200,| 1250 」54 一 137| 549 | 43.9 133*#| 10.6C0.0 一 19.6) 
250, 500 | 
15 12:00 3 100, 250 500 850 | 80—100 472 155.5 | 191**| 22.5(19.2 一 30.0) 
10:00 | 4 85, 100, 250, 250, 685 100 。 68 | 9.91103** 15.0(10.0 一 44.7) 
8 : 00 5 50, 100, 250, 300 | 1200 _90 一 105| 551 4.6 | 645** 53.8(20.0 一 78.0) 
500 | | 1 


* Pupation curve is shown in Fig. 1. 


** A part of these diapausing larvae were further reared at high temperature of 25°C (see Table 2) 


219C で は , 日 長 の 長き に 関係 な く 一 般 に 高 率 に 遇 
化し た . 下 化 の 山 は 飼育 群 と よっ て 異な る が , 全体 的 
に みる と 騰 化 後 20<35 日 芝 に み ら れ , 40 日 項 に は 幅 化 
は ほとん と 終了 し , 残存 幼虫 は は ほとんど 出現 し な か っ 
Me 

温度 が 15°C に 下る と , 一 般 に は 遇 化 は 21°C の 場合 
に 比べ 遅れ て は じ ま り , 晒 化 率 は 低下 し , 残存 幼虫 は 
増加 し た . し か し , 同じ 15°C で も , 遇 と 残存 幼虫 の 
出現 様相 は 日 長 の 長く た によって 著しく 異な る . 長 日 区 
で は 虹 化 の 顕著 な ピー ク が み ら れ た が , 短 日 に な る は 


ど ピ ー ク は 小さ きく な り , 遅れ て だ ら だ ら と 遇 化す る 個 
体 の 割合 が 増加 し た . また , 残存 幼虫 は 明らか に 短 日 
に な る ほ と 増 加 し た . 

本 実験 で み ら れ た 残存 幼虫 は , 帆 が ほとん と 出直し 
AN ぐ eo だ 便 避 も 信人 寿し CU だ ひので の め の る の の で 。 どれ 
ら の 幼虫 は 休眠 状態 に 入っ て いる と 考え られ た. これ 
を 実証 する た め , それ ぞ れ の 実験 区 で 出現 し た 休眠 幼 
虫 の 1 部 を 257C, 16 時 間 日 長 の 高温 長 日 下 に 移 し て 飼 
育 し た (第 2 表 及 び 第 2 図 )- 


Table 2. Percentages of pupae of Armigeres subalbatus after transferring diapausing larvae ot 


the 4th instar from conditions with various photoperiods at 15?C (shown in Tabie 1) 


into conditions with long photoperiod of 16 hours and and high temperature of 25°C 


PON betore ; : Pupae** 
transferring (hr : min) No. diapausing larvae No. 
16 : 00 110 37 33.6 
12 : 00 191 178 93.2 
10: 00 51 44 86.2 
.0 


&: 00 80 


* Taken from diapausing larvae shown in Table 1. 


** Pupation curve is shown in Fig. 2. 
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Fig. 2. Pupation curves of Armigeres subalbatus after transferrirg the diapausing larvae of 


the 4th instar from conditions with various photoperiods at 152C into conditions 


with long photoperiod of 16 hours and high temperature of 25°C (see Table 2). 


高温 長 日 に 移し た 直後 ある い は 2 , 3 日 後に は ほ と 
ん ど 殆 化 せ ず , 星 の 大 半 は 5 日 以降 に 出現 し た . この 
こと か ら , 残存 幼虫 は 休眠 状態 に 入っ て いた と 考え ら 
れる . 

以上 の こと か ら , 157C 程度 の 低温 下 で は 本 種 の 休 
眠 幼 虫 は 日 長 が 12 時 間 よ り 短 く な る と 出現 する こと が 
わか る . 


低温 短 日 を 感受 する 発育 段階 


15°C 程度 の 低温 , 短 日 下 で 休眠 幼虫 が 出現 する こ 
と は 先 に の べた が , 低温 短 日 の 影響 も どの 発育 段階 で 
受け て 休 眠 状態 に 入っ た か は 未 解決 の まま で ある . こ 
の 点 を 明らか に する た め に 次 の 実験 を 行なっ た . 

25°C, 16 時 間 日 長 の 高温 長 日 下 で うま れ た 卵 あ る 


い は 財 化 発育 し た 1 < 4 令 幼 虫 を それ ぞ れ 100 個体 ず 
つ , 15 で , 8 時 間 日 長 の 低温 短 日 条件 に 移し て 飼育 
し , 正 化 数 と 休 有 眠 幼 虫 数 を しらべ た . その 結果 を 第 3 
表 に 示し た 

3 , 4 令 幼 虫 か ら 低温 短 日 に 入れ る と , 全て 輔 に な 
り , 休眠 幼虫 は 出現 し な か っ た . 2 令 か ら 入 れる と , 
明 は や や 減少 し , 休眠 幼虫 が 少数 で は ある が 出現 し 
た だ た. 卵 あ る い は 1 令 よ り 入 れ た 場合 に は 踊 に な っ た も 
の は 極め て 少な く , 低温 短 日 に 移し 変え て か ら 85 日 後 
で も 69, 78 多 が 4 令 の 休眠 幼虫 と し て 生存 し て いた . 

これ ら を 高温 長 日 に 入れ る と , と の 場合 に も 5 日頃 
か ら 休 有 眠 の 覚醒 が 起り 踊 に な り は じ め た . 以上 の こと 
か ら , 休眠 幼虫 は 低温 短 日 条件 下 に さら され て いる 幼 
虫 期間 が 長い ほど 多く 出現 し て 来る る の と 思わ れる . 
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この こと を より 明確 に 把握 する た め , 高温 長 日 移し それぞれ の 幼虫 辞 に 0.01~0.2g の 館 を あたえ て 
(25?C, 16 時 間 日 長 ) 下 で 24 時 間 以 内 に 3 令 に な っ た 飼育 し , 遇 と 休眠 幼虫 の 出現 数 を し ら べ た . (第 4 
幼虫 100 個体 を 低温 短 日 15°C, 8 時 間 日 長 ) 下 に 表 ) ・ 


Table 3. Numbers of pupae and diapausing larvae of the 4th instar of Armipgeres subalbatus 
which were transferred in egg stage or in each larval stage from the condition with 
long photoperiod (16 hours) and high temperature (25°C) into the condition with 
short photoperiod (10 hours) and low temperture (15°C) 


|] ャ ュ ィ ュー "No。pupated in the indicated period (in days) . 
Developmental stages*exposed Initial No. PUP : o | No. dia- 
to specific photoperiod of larvae | after transferring into 15 て “ pausing 
and temperature at 15°C | -5-10 -20 -30 -40 -50 -60 -70 -80 -90 | Total Iarvae 
25°C, 16 hours | 15°C, 8 hours 
a 
E, 1, 2, 3 4 100 70 30 100 
E, 1, 2 3, 4 100 97 1 98 
E, 1 2, 3, 4 100 37 12 1 90 29 
E 1, 2, 3, 4 100 5 3 2 _10 | 7278 
E, 1,2, 3, 4 100 1 1| 2 69 
* Numerals show larval instars :E = Egg. 
Table 4. Numbers of pupae and diapausing larvae of the 4th instar of Armzigeres subalbatus 
which were reared from the lst larval instar to the 3rd wtih constant amount of 
food (0.2g) under the condition with 16 hour photoperiod and 25°C temperature 
and thereafter with yarious amounts of food under the condition with 10 hour 
photoperiod and 15°C temperature 
Amount _ Taitial ーー No. pupated in indicated period (in days) after | No of 
of food (g) No. of transterring into 15 | diapauSing 
per day | larvae ー5 一 10 一 20 一 30 一 40 一 50 一 60 一 70 一 80 一 90 一 100 | Total | larvae 
0.200 100 | 98 1 99 0 
0.100 100 97 1 | 99 
0.050 100 15 55 8 3 2 83 14 
0.025 100 5 2 2 1 10 90 
0.020 100 | 15 22 15 3 99 39 
0.020 100 19 25 9 3 56 | 36 
0.010 100 2 1 1 4 96 
0.010 100 | 1 1 1 1 4 93 


0.1, 0.2g の 餌 量 区 で は , 低温 短 日 に 移し て か ら 30 3. 秋 の 屋外 条件 下 で の 幅 と 休眠 幼 昌 の 出現 様相 


日 頃 ま で に 全て の 幼虫 が 遇 に な っ た . それ より も 給餌 野外 に お ける 本 種 の 休眠 幼 昌 が いつ 頃 騰 化し た 幼 昌 
量 が 減少 する に つれ , 旦 化 の 時 期 は 遅れ , 農 は 減少 し に 由来 する も の で ある か は まだ わか っ て いな い . そこ 
て 休眠 幼虫 が 増加 し た . 幼虫 期 の 餌 の 量 が 少な いと 幼 で 9 月 下旬 か ら 10 月 下旬 に か け て 和牛 舎 で 折 集 し た 届 押 
下期 間 が 長く な り , 長期 間 低温 短 日 に さら され る た め ぬ め 雌 を 屋外 条件 下 で 飼育 し 産卵 させ た . この よう に し て 


休眠 幼虫 が 増加 し た も の と 思わ れる ・ 得 ら れ た 卵 よ り 先 化し た 幼虫 を 同じ 屋外 条件 下 で 12 月 
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25 日 まで 飼育 し て 肥 と 休眠 幼虫 の 出現 状況 しら べた . これ ら の 結果 は 第 5 表 に 示し て ある . 


Table 5. Percentages of pupae and diapausing Iarvae of the 4th instar of Armigeres subalbatus 
which were reared from the 1st larval instar under outdoor conditions from late 
September to late December, 1972 
Da Initial | Perrcentage pupated during each part of month 。 etal Diapausing 
MA of Oct, Nov. | Dec larvae 
| larvae 9 の 
hatching CA) T F | Nf | r | | M T (%) SR | を (CRA 
Sep. 28 217 | 57.6 | 7.0 | 2.3 0.0 | 0.0 0.0 | 0.0 | 66.9 22 | 10.1 
Sep. 30 334 58.1 18.9 0.9 0.0 0.0 0.0 0.0 77.9 18 5.8 
Oct. 3 236 24.2 8.9 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 36 . 1 68 28.8 
Oct. 160 30.0 6.9 4.4 0.0 0.0 0.0 0.0 41.3 54 33.8 
Oct. 12 1200 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 840 70.0 
Oct. 22 300 0.0 0.0 | 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 189 63.0 


Remarks : E, M and L show early,middle and late part of a month respectivey. Diapapusing 


larvae show the 4th instar Jaryae which surviyed till December 25. 


9 月 下旬 か ら 10 月 中 旬 ま で に 衝 化 し た 幼虫 群 で は , 
遇 化 は 10 月 下旬 か ら 11 月 中 旬 ま で の 問 に 起 っ た が , そ 
れ 以 後 は 全く み ら れ な く な っ た . 艇 化 時 期 が 10 月 下旬 
と お そく な る と , 四 は 全く 出現 し な か っ た . この よう 
に 晴 化 率 は 笛 化 時 期 が お そく な る に つれ 低下 し , 残存 
幼虫 率 は 増加 し た . 10 月 12 日 に 科 化 し た 幼虫 に 由来 す 
る 残存 幼虫 を 12 月 30 日 に 高温 長 日 に 入れ て 飼育 する 


眠 幼 虫 と いえ える. この 休眠 幼虫 の 出現 の 誘起 は , 第 1 
表 に 示 し た 実験 結果 か ら み て 10 月 の 低温 と 短 日 条件 に 
よる も の と 思わ れる . 

10 月 22 日 の 射 化 幼虫 に 由来 する 飼育 群 は 12 月 25 日 の 
時 点 で は 189 個体 の 4 令 幼 虫 と 10 個 体 の 3 令 幼 虫 か ら 
な り だ た っ て いた . これ ら を 令 別 に わけ て 飼育 し , 生存 
状況 を し ら べ た (第 6 表 ). 


と , 5 日頃 か ら 交 に な っ た . し た が っ て , これ ら も 休 
Table 6. Results of the rearing under outdoor conditions of immature mosquitoes of 
Armigeres subalbatus, which were in the lst larval instar on October 22, 
1972, and found as the 3rd or the 4th instar larvae on December 25 
No. mosquitoes on the indicated day 
* * | | | | De Apr. 
Stage Oct. 22 | Dec. 25 | Stage* | Dec. 26 | Mar. 13 | Mar. 30 | Apr. 10 12 —20 29 28 
内 es 
1 300 3 10 | 4 2 0 | 
| | 
9 
| 
3 10— 
4 i 
ーー に テオ 189 105 100 63 
P 2 25 
A 1 | 19 
| 
*Numerals show larval instars ;P = Pupa;A = Adult 


4 . 


本 実験 で は 12 月 25 日 に 3 令 で あっ た 幼虫 は 4 令 に ま 


発育 せ ず 3 月 下旬 まで に 死亡 し た . 休眠 幼虫 は 4 月 
上 旬 か ら 休 有 眠 状 態 か らき さめ て 由 に な り は じ め た . 


休眠 幼虫 の 覚醒 に 及ぼ す 温 度 と 日 長 の 影 


8O 


% of pupation 


Photoperiod 
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休眠 幼虫 の 覚醒 状況 が 温度 と 日 長 に と よっ て どの よう 


に 変る か を 明らか に する た め , 11 月 1 日 に 水 肥 溜 か ら 
4 令 幼 虫 を 採集 し , これ ら を 25°C じ の 温度 と 8 また は 
16 時 間 日 長 と を 組み 合せ た 実験 条件 下 に 移 し て 飼育 し 
刺 化 数 を し ら べ た (第 3 図 ) . 


Initial No. 
of larvae 


O 10 20 30 


Days after transferring into 25°C 


40 50 60 7O 


Fig. 3. Pupation curves of 4zzzzge7es subalbatus collected as the diapausing larvae of the 
4th instar in fertilizer pits on November 1, 1972 and thereafter kept under the 


conditions with 8 or 16 hour photoperiod at 25°C temperature. 


どちら の 日 長 条 件 下 で も , 移し た 直後 に は 問 に な ら 
ず , 7 上 日頃 か ら 遇 化 が み ら れ は じ め た . 16 時 間 の 長 日 
下 で は , 15 日 頃 に ビ ピーク が みみ られ, 30 日頃 た に は 虹 化 は 
終了 し た . 8 時 間 の 短 日 下 で は だ ら だ ら と 幅 に な り , 
由 化 終了 まで 60 日 を 要 し た . し た が っ て , 11 月 初旬 に 
野外 に 出現 し た 4 令 幼 昌 は すでに 休眠 状態 に 入っ て い 
た こと が わか る . また 高温 の も と で の 短 日 条件 は 休眠 
幼虫 の 覚醒 に 対し て 抑制 する よう に 思わ れる . 


9. 水 肥 溜 に お ける 螺 , 幼虫 の 令 構成 の 季節 的 消長 


1967 年 8 月 か ら 1968 年 7 月 まで 53 個 の 水 肥 溜 に つい 
て 月 に 2 回 , 晴 お よび 幼虫 の 数 を 令 別 に 調査 した. こ 
の 結果 を 月 別 の 令 構成 と し て 第 4 図 に 示し た . 

1, 2 令 の 若 令 幼 虫 と 踊 は 9 月 か ら 人 徐々 に 減少 し , 
12 月 に は 下 は 全く 採集 出来 ず , 少数 の 若 令 幼 虫 が み ら 
れ た . これ に 対し て 3 , 4 信 の 高 令 幼 虫 は 遡 た に 増加 
し , 1 , 2 月 に は 大 多数 が 4 令 幼 虫 で あり , 3 月 下旬 
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Fig. 4. Seasonal change in age structure of immature Armigeres subalbatus in 


fertilizer pits from August, 1967 to July, 1968. 


に な る と 遇 が 出現 し は じ め た . 

10 月 の 屋外 条件 下 で の 卵 の 能 化 状況 

本 種 の 卵 が 2 3 ヶ月 間 未 解 化 の まま 生存 する と い 
5 ぁ 報 告 も る あり (Weathersby, 1962), その 結果 は 卵 の 
越冬 の 可能 性 を 暗示 し て いる . この 問題 を 明らか に す 
る 目的 で , 9 月 下旬 に 牛舎 か ら 本 種 の 吸血 雌 を 採集 
し , 屋外 条件 下 で 水 に 浸し 4 x 4 x 4cm の スポ ンジ 


3 個 (No. 1 て 3) に 産 罰 さ せ た . その 後 , No. 1 
の スポ ンジ に 付着 し た 卵 群 は その まま 常時 浸水 させ 
た . No. 2 の 卵 群 は 産卵 直後 か ら 2 日間 浸水 させ , 
その 後 4 日 間 乾 燥 させ た 後 再び 浸水 させ た . No. 3 
の 卵 群 は 産卵 直後 か ら 6 日 間 乾 燥 , その 後 浸水 させ 
た . この よう な 処理 を 行なっ た 卵 群 の 骨 化 状況 を 第 7 
表 に 示す . 


Table 7. Percentages of hatching of eggs of Armigeres subalbatus which were kept in 


wet or dry state after oviposition under outdoor conditions in October, 1972. 


Sponge No. | N N Percentage of hatching of eggs at the indicated 
(on which i days after oviposition Total 
8 eggS eggS 「 「 ota 
SggS* We laid hatched | | 
laid) 1 3| 4 6| 7 9 | 10 Ep 12 | 13 
1 99 79 1 0 0 18.8 0 0 A 0| 0 | 0 0 0| 0 79.8 
| | 
Exposure condition of eggs wet 
0 | 
2 | 508 | 12 思 0 」 一 | ー ー -| 0| 0|2.4 一 | 0| 0 | 2.4 
| | 
Exposure condition of eggs wet wet 
J | | 3 | トト トト | 中 : 6| gle- 0 1.6 
| | | - 
Exposure conditions of eggs Gry wet 


*Eggs were laid on October 5, by fed females which were caught on September 27 and 


then kept under outdoor conditions. 


品 時 浸水 し た 卵 群 (No. 1) で は ほとん どの も の 
が 骨 化 し た が , 産卵 直後 ある い は 産卵 2 日 後 か ら 東 燥 
させ た No. 3 と No. 2 の 琉 群 か ら は ほとん ど 艇 化し 
な か っ た . この 示 財 化 卵 に は 朋子 は 全く 形成 され て い 
な か っ た ・.10 月 下旬 に 同じ 実験 を 繰り 返し た が , 結果 
は は と ん ど と 変わ な か っ た . し た が っ て , 本 種 で は 10 月 
の 低温 短 日 条件 下 で 湿潤 状態 に お か れ た 卵 の 多数 は 未 
般 化 卵 と し て 長期 間 生存 せ ず , 短期 間 内 に 野 化 し , ま 
た 耐 乾性 の 卵 は 極め て 少な いこ と が わか る . 


考 察 


秋 遅 く 野 外 で 採集 し た オオ クロ ョ ヤブ ズブ カ の 4 今 幼 虫 を 
島 温 長 日 下 に 入れ 飼育 し て も , すぐ に は 申 に な ら ず , 
数 日 後に 虹 化 し は じ め た . 同様 の 結果 は 仙台 の オオ タク 
ロ ヤ ブ カ で も 認め られ て いる (Chiba, 1968) . それ 
改 , 秋 に 出現 する 本 種 の 4 令 幼 虫 は 休眠 状態 に 入っ て 
いる と いえ る. 

高温 長 日 下 で 飼育 され た 1~4 令 の それ ぞ れ の 発育 
段階 の 幼虫 を 低温 短 日 下 に 移し て 飼育 する と, 低温 短 
日 下 に 幼 貝 が さら され て いる 期間 が 長く な る ほど , 休 
眠 幼 東 が 多 く 出 現 し た . また , 高温 長 日 下 で 発育 し た 
3 令 幼 虫 を 低温 短 日 下 に 入れ て 給餌 量 を 変え て 飼育 す 
る と , 館 の 量 の 少な い 時 に は 発育 期間 が 長 び き , 休眠 
幼虫 は 多く な っ た . ほほ 同様 の 結果 は 幼虫 休眠 する 
Aedes triseriatus で も 報告 され て いる (Clay and 
Vernard, 1972). 

彼ら は , 4e. triseriatus の 幼虫 が 休眠 状態 に 入る か 
査 か は , 幼虫 期 の 短 日 に さら され て いる 期間 に ょ っ て 
決 る の で , 幼虫 の 餌 の 量 や 温度 も 休眠 の 発現 に 関与 す 
る で あろ うと 推論 し て いる . 

1 月 の 水 肥 溜 の 越冬 幼 豆 の 大 多数 は 4 令 幼 虫 で あっ 
た が, その 中 に 少数 の 3 令 幼 虫 が 混 棲 し て いた . 後者 
は 今回 の 実験 成績 か ら み て , 4 令 幼 虫 に まで 発育 せ 
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ず , 4 月 まで に 死亡 する と 思わ れる . 半 城 (1975) も 
同様 の 結果 を 報告 し て いる . 

本 種 の 卵 は 2 一 3 ヶ月 生存 し 身 化 する と いう (Wea- 
thersby, 1967). この こと は 卵 で 越冬 する 可能 性 を 脂 
示し て いる . (Barr, 1964). 本 実験 で は , 10 月 に 湿潤 
状態 に お か れ た 卵 は 短期 間 に 高 率 に 笛 化 し , また 束 燥 
状態 に お か れ た も の は 極め て 低 率 に し か 笠 化 し な か っ 
た . 実験 条件 が 必ず し も 同じ で は な い が , 同様 の 事実 
は 岩城 1975) に よっ て も 観察 され て いる . し た が っ 
て , 10 月 の 自然 条件 下 で は 湿潤 状態 で 長期 間 生存 する 
よう な 卵 や 耐 乾性 の もぉ る の , いわ ゆる 越冬 卵 が 容易 に 出 
現す る と は 思わ れ な い . 

オオ クロ ヤブ カ の 成虫 で は , 野外 で 吸血 し た も の の 
は と ん ど が 李 節 を 通じ て 成就 卵 を 形成 する . 一 方 , 雌 
の 経 産 率 は 秋 に 非常 に 高く な る が , 春先 た に は 未 経 産 雌 
ば か り が と れる . したがって, 秋 に 見 られ る 成虫 は 吸 
各 と 産卵 を 繰り 返し て 冬 ま で に 死亡 する と 考え られ , 
成 良 に よる 越冬 の 可能 性 も ほとん ど な い (Oda, et al, 
1976). 

以上 の 結果 を 総合 し て みる と , オ オク ロ ヤ ブ カ で は , 
休 有 眠 状 態 に 入っ た 4 令 幼 虫 の み が 越 冬 す る の が 普通 で 
ある と いえ ぇ る. し か し , 12ー 1 月 に か け て 水 肥 溜 で は 
か な り の 4 令 幼 虫 が 死亡 する よう で ある の で , 越冬 を 
完了 し ちる 休眠 幼 昌 は あま り 多 く な いか も し れ な い . 


結 


長崎 地方 で は , オオ クロ ヤブ カ の 休眠 幼虫 て 4 令 幼 
虫 ) は 10 月 下旬 頃 か ら 出 現す る . これ ら の 休眠 幼虫 は 
3 月 下旬 に 休眠 状態 か ら さ め て 昧 に な る . 休眠 幼虫 は 
10 月 初旬 以降 に 役 化 し て 4 令 期 に まで 発育 し た も の と 
吉 え られ る . 休眠 の 謎 起 に は 10 月 初旬 以降 の 低温 と 短 
日 が 大 き な 人 役割 を 果して いる . 卵 及び 成虫 の 越冬 の 可 
能 性 は 非常 に 低い . 
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